











構築する Brain Machine Interfaces(BMI)の研究が盛んに行われている．BMI の使用者は
外部刺激や認知的課題のみを使用するため，計測の簡易性や時間分解能の高さから脳波
（Electroencephalograph, EEG）がよく用いられる．EEG を用いた BMI の構築では外部
刺激や認知的課題に対する脳活動を抽出し識別する手法が必要であり，事象関連電位
(Event Related Potential, ERP)や定常的視覚誘発電位(Steady State Visually Evoked 
Potential, SSVEP)，事象関連脱同期(Event Related Desynchronization, ERD)などが挙げ







動(Continuous Passive Motion, CPM)であり，本研究室においても座位・臥位で使用でき
る CPM を開発している．また，脳波識別法としては運動想起時と安静時の初期計測により
学習を行わせることで，その日のうちに脳波を識別可能とする学習型ファジィテンプレー
トマッチング(Fuzzy Template Matching, FTM)法を使用した足関節ニューロリハビリテー
ションシステムを開発した．本研究では，このリハビリシステム使用状況である足関節が背
屈する動作をイメージした際にリハビリ機器が動作する時の脳・筋活動を調査することで，
運動イメージを行わずに機器が動作した場合と自発的に足関節を動かした場合と比較する
ことで運動イメージの効果について調査した．また，FTM を用いた足関節ニューロリハビ
リシステム使用時の脳・筋活動を計測することで，その関係性について調査したため報告す
る． 
 
キーワード 
リハビリテーション，脳波，筋電位，足関節 
